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概　要
　2008年 10月、日本の安倍晋三総理大臣が降板

し、よりタカ派の麻生太郎が職に就いた 1か月後、

中国の人民解放軍海軍（PLAN）の４隻の艦艇か

ら成る小艦隊が、太平洋に向かう航程で日本の狭

い津軽海峡を西から東へと通過した。これらの艦

艇は日本海において、ともに海峡に向かって東進

しているのを、海上自衛隊（JMSDF）の P-3C哨

戒機によって観測された。彼等は、日本海が本州

と北海道の間の津軽海峡にはいるところである、

津軽半島の北端にある岬、竜飛崎の西

南西 25海里にあった。この小艦隊は、

ソブレメンヌイ級ミサイル駆逐艦─

1��6年から 2002年の間に中国がロシ

アから購入した 4隻のうちの 1隻であ

る─、補給艦、そして内 1隻は新たに

上海Ⅱ級と任命された、2隻の上海級

フリゲート、から成っていた。ソブレ

メンヌイとフリゲートのうち 1隻は、

他の 2隻の中国海軍船と日本海で合流し、太平洋

へと海峡を通過航行する前に、ロシアの極東海軍

基地を友好訪問したようである。上海Ⅱ級は中国

艦隊の中で、最新のそして最も進んだ水上戦闘艦

であり、垂直発射システム、C-802艦対艦ミサイ

ルを搭載し、先進 Yu-6と -7魚雷を発射する能力

がある。中国海軍の船と潜水艦は過去において時

折、日本の海峡を通峡したことはあるが、今回の

ことは日本の主要な島の二つの間を武装した水上

戦闘部隊が通過した最初の例に見えている。ほと

んどただちに、日本の防衛省は「彼等の行動の真

の目的」を解析し始めたが、しかし彼等が津軽海

峡を通過航行した時に、PLAN軍艦が日本の海岸

の近くを通過したにもかかわらず、中国船は「公

海に」留まり、「日本の領海を侵犯しなかった。」

と認めた。このようにして、おそらく政治的また

軍事的な問題生起であるにもかかわらず、この通

航は、海に関する国際法及び日本の国内法に照ら

して、完全に合法的であったのである。

　津軽海峡は日本海と太平洋の間の狭い要衝であ

り、北に北海道、南に本州の間の一番狭いところ
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で大まかに幅 8海里ある。それは日本の多くの島

に亘るわずか五つの海峡の一つであり、国連海洋

法条約（UNCLOS）第 3部「国際航行に使用さ

れている海峡」のもとに、日本は国際海峡として

認めている。規則に従うと、日本は UNCLOSに

署名しているので、日本は、通常の運航状態のす

べての船に、その海峡の航路を移動する権利を許

可しなくてはならないことを意味し、これには他

の国の軍艦、中国のような国でさえ含まれ、その

国と軍事的、政治的な関係が緊張している時すら

含まれる。航路移動の規則によると、海峡の水域

が領海内にあろうと、潜水艦は海峡を潜没して通

過してよく、また航空機は沿岸国の許可なしに海

峡上空を飛行してよいのである。沿岸国の領海の

他の部分では、より制約的な無害航行が適用され

ている。

　しかしながら、この小艦隊による、二つの日本

の主要な島の間の狭い水域を通した行動は航路移

動の事例ではない。無害航行の事例でもない。何

故なら領海に関する法律のもとには日本はこの海

峡を、統治する水域に含むだけ充分に狭いにもか

かわらず、そこに含めないことを選択しているか

らである。UNCLOSは沿岸国に幅 12海里まで領

海の権利を主張することを許している。国によっ

ては、日本が津軽海峡でしたように、彼等自身の

理由のために、より小さい水域の権利を主張して

いる。それぞれの海岸から最大限の 12海里より

小さく権利を主張しているために、日本は津軽海

峡を幅約 3海里の「公海の回廊」としばしば引用

されるものとして放置している。技術的には、こ

の水域の狭い回廊は、日本の排他的経済水域で蔽

われているため、公海の一部ではない。それにも

かかわらず、UNCLOSの元では、公海での航行

と上空飛行の自由は排他的経済水域に適用される

ので、津軽海峡の水路の中の狭い帯状部分を、「公

海の回廊」と速記で参照するものは、この狭い帯

状地の中で、国際法の適用される、軍艦を含むす

べての船の航行の自由と、すべての国の航空機は

この海峡の中の回廊の水域上空を飛行する自由が

あるという事実を指摘している。

　この小艦隊の津軽海峡通過航行は、日本の海峡

を近年で、中国の海軍船舶が最初に通航したもの

ではなかった。最初に観測された通航は 2000年

5月に発生した。この時、ヤンビン級の中国砕氷

艦と、海底の地図作成のできる情報収集艦が対馬

海峡と津軽海峡を太平洋の開放水域へ向かう航程

で通過した。日本の海峡を通過する PLANの軍

艦の初めての移動のときは、そして恐らく PLAN

の船は情報能力があったこともあり、JMSDFの

P-3C航空機と、水上随伴艦として、はつゆき型

護衛艦さわゆき（DD125）に追尾された。日本防

衛庁はこの事件に対し声明を発し、津軽海峡は「国

際海峡であり、そこをいかなる外国船も通過可能

である」と認識しており、しかしまたこの出来事

は「PRC海軍が沿岸水域の海軍から大洋で活動

する能力のある海軍になりつつあることを示威す

ることを目的としているように見える」と言及し

た。

　また、2003年 11月に日本の P-3Cはミン級潜

水艦が、日本南方の九州と種子島の間の大隅海峡

から出て西へ向かうところを観測したが、種子島

は日本の宇宙センターと日本が長年、情報収集衛

星を打ち上げてきたロケットの打ち上げ場の基地

であり、特別に機密にかかわる領域である。この

機会に、中国の潜水艦は、報告によると、九州沖

の水域での日米共同訓練の調査を実行している場

面にあったのだが、中国外務省の報道官は、この

船は通常の訓練を実施しており、その存在は日本

に脅威を与えるものではないと述べた。加えて、

すべての側はミン級の大隅海峡通過は合法的であ

り、かつ合法的に実施されたことに同意している。

これらの出来事の合法性との画然とした対比に、

2004年の中国のハン級原子力攻撃潜水艦の、日

本南方の琉球諸島の、台湾島に近い石垣海峡通過

がある。2004年 11月 10日早朝に、ハン級は日

本の領海に潜没状態で約 100メートル進入し、公

海に出るまで約 2時間留まった。潜水艦は、フィ

リピン海での作戦領域から、中国の山東半島にあ

る、青島に近い母港に帰還する航程で、南から北

に移動しながら、石垣諸島と、日本の先島諸島の
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南西端にある宮古島とを分離する石垣海峡を通過

した。

　その潜水艦が日本の領海の大分南でまだ作戦行

動をしている間に、JMSDFは米国海軍の情報源

からその存在を知らされたらしく、その潜水艦の

パッシブ方式での追尾と行動の監視を開始した。

日本はハン級が石垣島の南、日本の領海外で行動

している間はパッシブ方式で監視し続けたが、こ

の潜水艦が日本の水域へ向かい北転した時、

JMSDFの航空機は－目標のより精密な位置を追

尾者に提供するため、信号を発信してその反響を

使用する－アクティブソーナーに転換した。

　この潜水艦の侵入の結果として、JMSDFは防

衛庁長官大野功統の命により、第 2次大戦終結以

来わずか 2度目という、通常にない高いレベルの

警戒態勢に置かれた。JMSDFはハン級が海峡を

通過する間、追尾を維持し、そしていったん警戒

命令が発せられると、より積極的な追尾を開始し、

日本の領海から潜水艦が出た後も、そして日本の

海岸線から十分離れて行ってしまうまで続けた。

この間、JMSDFは 2日間以上、その潜水艦を

P-3C哨戒機と、AWACS航空機、対潜（ASW）

護衛艦、そして SH-60Jヘリコプターで追尾した。

ハン級の事件は、JMSDFの潜水艦追跡と追尾能

力の訓練につながった、最初（かあるいは最後）

の侵入ではない。過去 10年間に亘って、日本は

東シナ海の西方へ及び北方への到達範囲で、中国

の能力を上げつつある潜水艦戦力によって、より

頻繁な潜水艦の作戦行動を観測してきた。2008

年 10月という最近、例えば、いくつかのニュー

スが告げ、また豊富なインターネットおしゃべり

の報告したところによると、JMSDFは USSキ

ティ・ホークと交代して新たに日本を基地とした

空母 USSジョージ・ワシントンが、東京の近く

にある横須賀海軍基地にある母港から韓国の釜山

を定期的に訪問する航程を待っている、2隻の中

国潜水艦－ハン級とソン級－を探知した。伝えら

れるところによると中国潜水艦は日本の領海の外

に留まったが、また、PLAN船の任務はこの空母

の音響的および電子的信号形態についての情報を

収集し、この領域での米海軍の存在に対する中国

の著しい興味を示す信号発信をすることであった

かも知れないと示唆しているとも伝えられてい

る。恐らくハン級は、比較的音響雑音が高くそし

て確実に探知されるが、この戦略的な信号受信を

確実とするため、より静かなディーゼル駆動のソ

ン級攻撃潜水艦を伴っていた。ともかくも、これ

らの作戦は、日本の基地からの米国の艦隊行動を


